
▲庄内原神楽保存会 第 3 幕「大蛇
お ろ ち

退治
た い じ

」 
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 8 月定期公演 （8 月 20 日） ・浅草流松尾神楽（豊後大野市三重町） 

・庄内原神楽保存会（由布市庄内町） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<来場者の声> 

 松尾神楽の「綱之武」の須佐之男命の舞は、大きくてよかったです。 

 松尾神楽はちゃんとストーリーがわかるのでよかったです。 

 庄内原神楽のファンです。元気をもらえます。 

 庄内原神楽の「大蛇退治」の姫の踊りが大好きです。最高でした。 

 両団体の躍動感とエネルギーに圧倒されました。 

 庄内原神楽の大蛇、素晴らしかったです。松尾神楽の岩戸は、女性の舞があり楽しめました。 

などたくさんのご感想をいただきました。ありがとうございました。 

須佐之男
す さ の お の

命
みこと

は、服
は

織女
と り め

に向けて生きたままの馬の

皮を投げつけ、服織女は機織
は た お

り道具が刺さり亡く

なってしまいます。機屋
は た や

で乱暴を働く須佐之男命

を八百万の神々が制止しようとする物語です。 

古代の日本は多くの小国に分かれていましたが、 

一つの勢力が統一を始めたため、天
あま

照
てらす

大御神
おおみかみ

が

八百萬
やおよろず

の神々に真弓
ま ゆ み

と美
び

剣
けん

を持たせ、葦原
あしはら

中津
な か つ

国
くに

の邪神を平定するという物語です。 

高天原
たかまがはら

を追放された素戔嗚
すさのおの

尊
みこと

が出雲の国、簸
ひ

の川の上

流で八
や

岐
また

の大蛇
おろち

を退治して、櫛
くし

稲田
いなだ

姫
ひめ

を助け八重雲を

切り払い新居の宮
みや

居
い

に八重
や え

垣
がき

を作るという物語です。 

▲浅草流松尾神楽 第 2 幕「綱之
つ な の

武
たけ

」 ▲庄内原神楽保存会 第 1 幕「二
ふた

草
くさ

」 

須佐之男
す さ の お の

命
みこと

の乱暴を怒った天
あま

照
てらす

大御神
おおみかみ

は天
あま

の岩戸に

隠れてしまいます。しかし、諸神の活躍で再び天照大御

神は姿を現し、高天原に平穏が戻るという物語です。 

▲浅草流松尾神楽 第４幕「岩戸
い わ と

」 



緒方三社神楽保存会 

横堀岩戸神楽保存会 

【演目】 

「五穀舞」・「八雲払」

【出演団体】 

 
阿蘇野神楽座 

【演目】 

【出演団体】 

【演目】 

【出演団体】 

（豊後大野市大野町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月公演：10 月 15 日（日）12：３０～15：３０（チケット発売中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月公演：11 月 12 日（日）１２：３０～１５：３０（チケット予約開始日 9 月 12 日） 

 【出演団体】 御嶽神楽（豊後大野市清川町） / 演目：未定 

 

�チケットお申込方法  豊後大野市神楽会館窓口またはお電話で ℡０９７４－３５－２３７２ 

                                             受付時間・・・８：３０～１７：００ 

 

＜お知らせ＞  ※Ｒ5 年 6 月よりホームページが新しくなりました。ぜひご覧ください。 

   ＨＰ：https://www.kagura-kaikan.jp 

＜編集・発行＞ 豊後大野市神楽会館  〒８７９－６９０３ 大分県豊後大野市清川町砂田８１０番地 

                                                   ℡０９７４－３５－２３７２ 

９月公演：９月１７日（日）12：３０～15：３０（チケット発売中） 

「綱之
つ な の

武
たけ

」・「神 逐
かみやらい

」 「天
て ん

の〆
し め

」・「八雲払
やくもばらい

」 

「神 使
かみつかい

」・「天皇遣
てんこうけん

」 

浅草・犬山神楽 

【出演団体】 

【演目】 

（阿蘇市波野） 

（豊後大野市緒方町） 
（由布市庄内町） 

浅草神社付・浅草神楽座と上津神社付・犬山神楽座が
存在していましたが、平成 14 年に保存会を結成し現在
に至ります。大野町で活動する唯一の神楽座として、
継承活動や祭典での奉納舞、小中学校での学習会、福
祉施設の慰問など、積極的に活動しています。 

横堀岩戸神楽は、波野集落の祭神である菅原神社の祭典と
ともに発祥したものと伝えられています。今から 200 年
前には奉納された記録があり、その頃より代々舞い継がれ
てきました。五穀豊穣・家内安全・武運長久等を祈願し奉
納されてきた、活躍めざましい神楽座です。 

決まり次第、ホームページ
などでお知らせします。 


